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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部と、
　前記光源部からの光を映像信号に基づいて変調し、映像光を出射する光変調素子と、
　前記映像光に基づいて直視表示を行う直視用表示部と、
　前記映像光に基づいて、被投射面に対する投射表示を行う投射光学系と、
　前記光変調素子からの映像光を、前記直視用表示部および前記投射光学系のうちの少な
くとも一方に向けて進行させる光学部材と、
　前記映像光を前記直視用表示部側へ選択的に進行させる直視表示モードと、前記映像光
を前記投射光学系側へ選択的に進行させる投射表示モードと、前記映像光を前記直視用表
示部側および前記投射光学系側の双方へ進行させる双方表示モードとのうち、少なくとも
前記双方表示モードを含む２種類以上の表示モード間で表示モードの切り替えがなされる
ように、前記光学部材に対して前記映像光の進行方向制御を行うための切替部と、
　前記切替部への操作に応じて前記進行方向制御を行う制御部と
　を備え、
　前記光学部材が、
　前記映像光の偏光状態を制御して出射する偏光制御素子と、
　前記偏光制御素子から出射した映像光を、その偏光状態に応じて、前記直視用表示部お
よび前記投射光学系のうちの少なくとも一方の側へ出射する偏光ビームスプリッタと
　を含んで構成され、
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　前記制御部は、
　前記双方表示モードの際に、前記切換部への操作に応じて、
　前記偏光制御素子から出射される映像光において２種類の偏光が混在した状態となるよ
うに、前記偏光制御素子の動作を制御すると共に、
　前記偏光制御素子から出射される映像光における前記２種類の偏光の混在比を制御する
ことにより、前記直視表示と前記投射表示とにおける輝度比を制御する
　表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記直視表示モード、前記投射表示モードおよび前記双方表示モードの
３種類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、前記偏光制御素子の動
作を制御する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記双方表示モードが、
　前記直視表示および前記投射表示の双方において同一画像が表示される第１の双方表示
モードと、
　前記直視表示と前記投射表示とで別画像が表示される第２の双方表示モードとからなり
、
　前記制御部は、更に、前記第１および第２の双方表示モード間での切り替えもがなされ
るように、少なくとも前記偏光制御素子における動作を制御する
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第２の双方表示モードの際に、
　一の映像光が前記光変調素子から出射されて前記偏光制御素子により一の偏光状態に制
御される第１の期間と、
　他の映像光が前記光変調素子から出射されて前記偏光制御素子により他の偏光状態に制
御される第２の期間と
　が時分割で設けられるように、前記光変調素子および前記偏光制御素子の動作を制御す
る
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１および第２の期間において前記光源部の発光光量を個別に制御
することにより、前記直視表示および前記投射表示での輝度を個別に制御する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記光変調素子から出射される映像光が無偏光であり、
　その無偏光からなる映像光を所定の偏光にして前記偏光制御素子へ出射する偏光子を更
に備えた
　請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記光学部材と前記直視用表示部との間に、
　前記直視用表示部における水平方向および垂直方向のうちの一方に沿って前記映像光の
ビーム径を拡大させる第１の拡大光学系と、
　他方に沿って前記映像光のビーム径を拡大させる第２の拡大光学系と
　を更に備えた
　請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１および第２の拡大光学系の間に、前記映像光の光路を折り返すための反射光学
系を更に備えた
　請求項７に記載の表示装置。
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【請求項９】
　前記光源部は、白色光を発する１種類の光源を有する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記光源部は、赤色光、緑色光または青色光を発する３種類の光源を有する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記光変調素子が、液晶素子またはＤＭＤ（Digital Micromirror Device）である
　請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直視表示および投射表示を行う機能を有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ビデオカメラやデジタルカメラ、携帯電話等の携帯機器では、液晶パネル等を使
用した画像モニター（直視用の表示部）は、事実上、必須の要素部品となっている。ただ
し、携帯機器という制約上、搭載される表示部は小型のものに限られる。このため、例え
ば撮影した画像を大きな画面で見る際などには、より大型の液晶モニターやプロジェクタ
（投射型表示装置）といった別の表示手段が利用されることが多い。
【０００３】
　このうち、プロジェクタにおいては、例えば屋外や移動先でも利用できるように、携帯
性に優れた小型のプロジェクタが既に商品化されている。昨今ではプロジェクタの更なる
小型化が進み、プロジェクタが内蔵されたデジタルカメラも既に商品化されている。この
ようなプロジェクタ内蔵型のデジタルカメラでは、画像モニター用（直視表示用）には液
晶パネル等が、投射表示用には小型プロジェクタが、それぞれ別個に用いられている。す
なわち、直視表示用および投射表示用の２つの表示手段が搭載されている。
【０００４】
　そこで、表示装置全体としての更なる小型化を図るため、近年では、これら２つの表示
手段における光学系の一部を共通化するようにした表示装置も提案されている（例えば、
特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２３３５９９号公報
【特許文献２】特開２００９－３４２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、上記特許文献１に記載の表示装置では、直視表示および投射表示の双方を同時
に行うことが可能となっている。しかしながら、例えば直視表示と投射表示との間で、表
示モードの切り替えを行うことはできなかった。したがって、ユーザ（使用者）における
利便性という観点では不十分なものであった。
【０００７】
　一方、上記特許文献２に記載の表示装置では、直視表示と投射表示との間で、表示モー
ドの切り替えを行うことが可能となっている。しかしながら、ユーザにとっては、多様な
表示モード間での切り替えの実現が望まれると考えられるため、ユーザにおける利便性向
上という点では、依然として不十分なものであった。
【０００８】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、ユーザにおける利便性を



(4) JP 5609479 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

向上させることが可能な表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の表示装置は、光源部と、この光源部からの光を映像信号に基づいて変調し映像
光を出射する光変調素子と、映像光に基づいて直視表示を行う直視用表示部と、映像光に
基づいて被投射面に対する投射表示を行う投射光学系と、光変調素子からの映像光を、直
視用表示部および投射光学系のうちの少なくとも一方に向けて進行させる光学部材と、切
替部と、制御部とを備えたものである。切替部は、映像光を直視用表示部側へ選択的に進
行させる直視表示モードと、映像光を投射光学系側へ選択的に進行させる投射表示モード
と、映像光を直視用表示部側および投射光学系側の双方へ進行させる双方表示モードとの
うち、少なくとも双方表示モードを含む２種類以上の表示モード間で表示モードの切り替
えがなされるように、光学部材に対して映像光の進行方向制御を行うためのものである。
制御部は、この切替部への操作に応じて、上記進行方向制御を行うものである。ここで、
上記光学部材は、映像光の偏光状態を制御して出射する偏光制御素子と、この偏光制御素
子から出射した映像光を、その偏光状態に応じて、直視用表示部および投射光学系のうち
の少なくとも一方の側へ出射する偏光ビームスプリッタとを含んで構成されている。また
、上記制御部は、上記双方表示モードの際に、切換部への操作に応じて、偏光制御素子か
ら出射される映像光において２種類の偏光が混在した状態となるように、偏光制御素子の
動作を制御すると共に、この偏光制御素子から出射される映像光における２種類の偏光の
混在比を制御することにより、直視表示と投射表示とにおける輝度比を制御する。
【００１０】
　本発明の表示装置では、映像信号に基づいて光源からの光が光変調素子により変調され
、映像光として出射される。そして、この光変調素子から光学部材への映像光は、直視用
表示部および投射光学系のうちの少なくとも一方に向けて進行する。この際、上記直視表
示モード、上記投射表示モードおよび上記双方表示モードのうち、少なくとも双方表示モ
ードを含む２種類以上の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、光学部
材に対して映像光の進行方向制御がなされる。これにより、従来の表示装置と比べて多様
な表示モード間での切り替えが実現される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の表示装置によれば、上記直視表示モード、上記投射表示モードおよび上記双方
表示モードのうち、少なくとも双方表示モードを含む２種類以上の表示モード間で表示モ
ードの切り替えがなされるように光学部材に対して映像光の進行方向制御を行うための切
替部を設けたので、多様な表示モード間での切り替えを行うことができる。よって、ユー
ザにおける利便性を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示装置の外観構成例を表す模式図である。
【図２】実施の形態に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図３】図２に示した表示装置における直視表示モード時の動作例を表す模式図である。
【図４】図２に示した表示装置における双方表示モード（同一画像表示）時の動作例を表
す模式図である。
【図５】変形例１に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図６】図５に示した表示装置における投射表示モード時の動作例を表す模式図である。
【図７】図５に示した表示装置における双方表示モード（同一画像表示）時の動作例を表
す模式図である。
【図８】変形例２に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図９】図８に示した表示装置における直視表示モード時の動作例を表す模式図である。
【図１０】図８に示した表示装置における投射表示モード時の動作例を表す模式図である
。
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【図１１】図８に示した表示装置における双方表示モード１（同一画像表示）時の動作例
を表す模式図である。
【図１２】図８に示した表示装置における双方表示モード２（別画像表示）時の動作例を
表す模式図である。
【図１３】変形例３に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図１４】変形例４に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図１５】変形例５に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【図１６】変形例６に係る表示装置の全体構成例を表す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。

１．実施の形態（ビームスプリッタを用いて表示モードの切り替えを行う例１）
２．変形例
　　　変形例１（ビームスプリッタを用いて表示モードの切り替えを行う例２）
　　　変形例２（偏光ビームスプリッタを用いて表示モードの切り替えを行う例）
　　　変形例３（実施の形態において、白色光源の代わりに各色光用の光源を設けた例）
　　　変形例４（変形例１において、白色光源の代わりに各色光用の光源を設けた例）
　　　変形例５（変形例２において、白色光源の代わりに各色光用の光源を設けた例）
　　　変形例６（一対のミラーを用いて光路の一部を折り返すようにした例）
【００１４】
＜実施の形態＞
［表示装置１の外観構成］
　図１は、本発明の一実施の形態に係る表示装置（表示装置１）の外観構成を模式的に表
したものである。図１において、（Ａ）は表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を
、（Ｂ）は側面構成（Ｙ－Ｚ平面構成）を、（Ｃ）は背面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平
面構成）を、それぞれ示す。表示装置１は、後述するように、複数種類の表示モード間で
の表示モードの切り替えを行うことが可能な表示装置である。
【００１５】
　この表示装置１では、矩形状の筐体１００上に、直視用表示部（モニター部）１０Ａ、
投射用光出射部（投射用光出射口）１０Ｂ、表示モード切替スイッチＳＷ１およびピント
調整スイッチＳＷ２が設けられている。具体的には、図１（Ａ）に示したように、筐体１
００の表面側に、直視用表示部１００Ａ、表示モード切替スイッチＳＷ１およびピント調
整スイッチＳＷ２がそれぞれ設けられている。また、図１（Ｂ）に示したように、筐体１
００の背面側に、投射用光出射部１０Ｂが設けられている。
【００１６】
　直視用表示部１０Ａは、後述する映像光に基づいて直視表示を行う表示部であり、例え
ば背面投射用のスクリーン等からなる。なお、このようなスクリーン上には例えば拡散剤
が塗布されており、入射した光が拡散して透過するようになっている。
【００１７】
　投射用光出射部１０Ｂは、後述する映像光に基づく投射表示を行う際に用いられる光出
射口である。この投射用光出射部１０Ｂを介して、図示しない外部のスクリーン（被投射
面）に対して、映像光の投射（拡大投射）がなされるようになっている。
【００１８】
　表示モード切替スイッチＳＷ１は、後述する複数種類の表示モード間での表示モードの
切り替えを行うためのスイッチである。具体的には、ユーザがこの表示モード切替スイッ
チＳＷ１を操作することにより、そのような表示モードの切り替えを行うことが可能とな
っている。なお、この表示モード切替スイッチＳＷ１が、本発明における「切替部」の一
具体例に対応している。
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【００１９】
　ピント調整スイッチＳＷ２は、投射表示を行う表示モードの際に、投射表示のピント（
焦点）を任意に調整するためのスイッチである。具体的には、ユーザがこのピント調整ス
イッチＳＷ２を操作することにより、そのようなピント調整を自由に行うことが可能とな
っている。
【００２０】
［表示装置１の全体構成］
　図２は、表示装置１の全体構成を模式的に表したものであり、（Ａ）は表面側から見た
平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、（Ｂ）は側面構成（Ｙ－Ｚ平面構成）をそれぞれ示す。
なお、図２（Ｂ）では図示の簡略化のため、一部の構成のみを代表して示している。
【００２１】
（共通の光学系）
　表示装置１は、後述する各表示モードに共通の光学系として、光源１１、コリメータレ
ンズ１２、反射型液晶素子１３、偏光ビームスプリッタ（ＰＢＳ；Polarization Beam Sp
litter）１４およびビームスプリッタ（ＢＳ；Beam Splitter）１５を備えている。
【００２２】
　光源１１は、赤色光，緑色光，青色光の各色光（各色成分の光）を含む白色光を発する
光源（１種類の光源からなる光源部）である。このような光源１１としては、例えば白色
発光ダイオード（ＬＥＤ；Light Emitting Diode）等を用いることができる。なお、この
白色ＬＥＤを光源１１として用いた場合、光源１１からの出射光の偏光方向はランダムに
なっている（出射光が無偏光となる）。
【００２３】
　コリメータレンズ１２は、光源１１からの光をコリメートして（平行光として）出射す
るためのレンズである。
【００２４】
　反射型液晶素子１３は、コリメータレンズ１２から入射する光（平行光）を、制御部１
８から供給される映像信号に基づいて変調しつつ反射させることにより、映像光を出射す
る光変調素子である。このとき、反射型液晶素子２１では、入射時と出射時とにおける各
偏光（例えば、ｓ偏光またはｐ偏光）が異なるものとなるように、反射がなされる。この
ような反射型液晶素子２１は、例えばＬＣＯＳ（Liquid Crystal On Silicon）等の液晶
素子からなる。なお、カラー映像表示を行う際には、この反射型液晶素子２１にはカラー
フィルタ（例えば、赤色，緑色，青色のカラーフィルタ）が設けられるようになっている
。
【００２５】
　偏光ビームスプリッタ１４は、特定の偏光（例えばｐ偏光）を選択的に透過させると共
に、他方の偏光（例えばｓ偏光）を選択的に反射させる光学部材である。これにより、コ
リメータレンズ１２からの入射光のうち、特定の偏光（例えばｓ偏光）が選択的に反射さ
れて反射型液晶素子１３へ入射すると共に、この反射型液晶変調素子１３から出射した映
像光（例えばｐ偏光）が選択的に透過するようになっている。
【００２６】
　ビームスプリッタ１５は、反射型液晶素子１３により変調されて偏光ビームスプリッタ
１４を介して入射した映像光を、直視用表示部１０Ａおよび後述する投射レンズ１６Ｂの
うちの少なくとも一方の側へ出射する光学部材である。具体的には、入射した映像光に対
する部分的な透過および反射（映像光の分光）を利用して、そのような出射方向の制御（
進行方向の振り分け）を行うことが可能となっている。その際の分光比は、後述する直視
表示および投射表示等の際に必要とされる光量（輝度）に応じて設定される。
【００２７】
　本実施の形態では、ビームスプリッタ１５は図２（Ａ）中に示したように、映像光の光
路（進行方向）に対して斜め方向となるように、その光入射面および光出射面（光反射面
）の角度が調整されている。また、このビームスプリッタ１５は、図２（Ａ）中の矢印で
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示したように、表示モード切替スイッチＳＷ１への操作に応じた制御部１８からの制御に
従って、映像光の光路に対する出し入れ動作（抜き差し動作）がなされるようになってい
る。このようなビームスプリッタ１５の出し入れ動作に対する制御の詳細については後述
する。なお、このビームスプリッタ１５が、本発明における「光学部材」の一具体例に対
応している。
【００２８】
（直視表示を行う際に用いられる光学系）
　表示装置１はまた、後述する直視表示を行う際（後述する直視表示モードおよび双方表
示モードの際）に用いられる光学系として、エキスパンダーレンズ１６Ａおよびプリズム
１７Ａを備えている。
【００２９】
　エキスパンダーレンズ１６Ａは、ビームスプリッタ１５と直視用表示部１０Ａとの間の
光路上に配置されており、ここでは２枚のレンズ１６Ａ１，１６Ａ２からなる。このエキ
スパンダーレンズ１６Ａは、図２（Ａ）に示したように、直視用表示部１０Ａにおける水
平方向（ここではＸ軸方向）および垂直方向（ここではＹ軸方向）のうちの一方（ここで
は水平方向；Ｘ軸方向）に沿って、入射した映像光のビーム径を拡大させて出射するレン
ズである。これにより、ここではＸ軸方向のみに沿って選択的にビーム径が拡大された映
像光が、プリズム１７Ａへ入射するようになっている。なお、このエキスパンダーレンズ
１６Ａが、本発明における「第１の拡大光学系」の一具体例に対応している。
【００３０】
　プリズム１７Ａは、図２（Ｂ）に示したように、ビームスプリッタ１５と直視用表示部
１０Ａとの間（具体的にはエキスパンダーレンズ１６Ａと直視用表示部１０Ａとの間）の
光路上に配置されている。このプリズム１７Ａは、エキスパンダーレンズ１６Ａから出射
された光が入射する入射面に加え、この入射光が反射される反射面Ｓ１と、その反射光を
拡散および透過させて直視用表示部１０側へ出射する拡散・透過面Ｓ２を有している。プ
リズム１７Ａでは、この反射面Ｓ１が入射光の光路に対して斜め配置（入射角度を持つよ
うに形成）されている。これによりプリズム１７Ａでは、直視用表示部１０Ａにおける水
平方向（Ｘ軸方向）および垂直方向（Ｙ軸方向）のうちの他方（ここでは垂直方向；Ｙ軸
方向）に沿って、入射した映像光のビーム径を拡大させて出射することが可能となってい
る。すなわち、エキスパンダーレンズ１６ＡによってＸ軸方向のビーム径が拡大された映
像光が、プリズム１７Ａによって更にそのＹ軸方向のビーム径が拡大され、直視用表示部
１０Ａへ入射するようになっている。なお、このプリズム１７Ａが、本発明における「第
２の拡大光学系」の一具体例に対応している。
【００３１】
（投射表示を行う際に用いられる光学系）
　表示装置１は更に、後述する投射表示を行う際（後述する双方表示モードの際）に用い
られる光学系として、投射レンズ１６Ｂ（投射光学系）およびミラー１７Ｂ１，１７Ｂ２
を備えている。
【００３２】
　投射レンズ１６Ｂは、反射型液晶素子２１により変調されてビームスプリッタ１５にお
いて反射された光（映像光）を、図示しない外部のスクリーン（被投射面）に対して投射
（拡大投射）するためのレンズである。これにより、そのような映像光に基づいて外部の
スクリーンに対する投射表示を行うことが可能となっている。この投射レンズ１６Ｂはま
た、図２（Ａ）中の矢印で示したように、ピント調整スイッチＳＷ２への操作に応じた制
御部１８からの制御に従って、その光軸方向に沿って移動することが可能となっている。
これにより、後述する投射表示を行っている際に、表示内容（表示画像）に対するピント
調整がなされる。
【００３３】
　ミラー１７Ｂ１，１７Ｂ２はそれぞれ、図２（Ａ），（Ｂ）に示したように、投射レン
ズ１６Ｂと前述した投射用光出射部１０Ｂとの間の光路上に配置されている。これらのミ



(8) JP 5609479 B2 2014.10.22

10

20

30

40

50

ラー１７Ｂ１，１７Ｂ２は、投射レンズ１６Ｂにより投射（拡大投射）された映像光を反
射させ、投射用光出射部１０Ｂから外部へ出射させるためのものである。
【００３４】
（制御部１８）
　表示装置１はまた、図２（Ａ）に示したように、制御部１８を備えている。この制御部
１８は、まず上記したように、反射型液晶素子１３に対して映像信号を供給する（表示制
御を行う）機能を有している。制御部１８はまた、上記したように、ピント調整スイッチ
ＳＷ２への操作に応じて、投射レンズ１６Ｂをその光軸方向に沿って移動（変位）させる
制御を行う機能を有している。そして制御部１８は更に、上記したように、表示モード切
替スイッチＳＷ１への操作に応じて、ビームスプリッタ１５における映像光の光路に対す
る出し入れ動作の制御を行う機能を有している。制御部１８によってこのようなビームス
プリッタ１５の出し入れ動作に対する制御を行うことにより、詳細は後述するが、映像光
の出射方向の制御がなされ、その結果、複数種類の表示モード間での表示モードの切り替
えを行うことが可能となっている。なお、制御部１８において、他の光学部材に対する制
御（例えば、光源１１の発光光量の制御など）を行うようにしてもよい。
【００３５】
［表示装置１の作用・効果］
（１．基本の表示動作）
　この表示装置１では、まず、光源１１から出射された光がコリメータレンズ１２によっ
てコリメートされ、平行光となる。この平行光は、偏光ビームスプリッタ１４によって選
択的に反射され、反射型液晶素子１３へ入射する。反射型液晶素子１３では、この入射光
が映像信号に基づいて変調されつつ反射されることにより、映像光として出射する。ここ
で、この反射型液晶素子１３では、入射時と出射時とにおける各偏光が異なるものとなる
ため、反射型液晶素子１３から出射した映像光は選択的に偏光ビームスプリッタ１４を透
過する。
【００３６】
　次いで、偏光ビームスプリッタ１４を透過した映像光は、ビームスプリッタ１５を介し
て、直視用表示部１０Ａおよび投射レンズ１６Ｂのうちの少なくとも一方の側へ出射され
る。具体的には、まず、直視用表示部１０Ａ側へ出射された映像光は、エキスパンダーレ
ンズ１６Ａによって、そのビーム径が直視用表示部１０Ａにおける水平方向（Ｘ軸方向）
のみに沿って選択的に拡大されたのち、プリズム１７Ａへ入射する。そして、このように
してＸ軸方向のビーム径が拡大された映像光は、プリズム１７Ａによって更にそのＹ軸方
向のビーム径が拡大され、直視用表示部１０Ａへ入射する。これにより、反射型液晶素子
１３から出射した映像光のサイズ（ビーム径の縦横比）が維持されつつ、直視用表示部１
０Ａに対して映像の拡大投影がなされ、映像信号に基づく直視表示が行われる（図２（Ａ
）中に示した「画像Ａ」参照）。
【００３７】
　一方、ビームスプリッタ１５を介して投射レンズ１６Ｂ側へ出射された映像光は、この
投射レンズ１６Ｂによって、外部のスクリーンに対して投射（拡大投射）される。具体的
には、投射レンズ１６Ｂによって投射された映像光は、ミラー１７Ｂ１，１７Ｂ２によっ
て反射されたのち、投射用光出射部１０Ｂから外部のスクリーンへ向けて出射される。こ
れにより、映像信号に基づく投射表示が行われる（図２（Ｂ）中に示した「画像Ａ」参照
）。
【００３８】
（２．表示モードの切り替え動作）
　次に、本発明の特徴的部分の１つである、表示モードの切り替え動作について説明する
。本実施の形態の表示装置１では、制御部１８が、「直視表示モード」、「投射表示モー
ド」および「双方表示モード」の３種類の表示モードのうち、少なくとも「双方表示モー
ド」を含む２種類以上の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、ビーム
スプリッタ１５に対して映像光の出射方向制御を行う。具体的には、特に本実施の形態の
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制御部１８は、「直視表示モード」および「双方表示モード」の２種類の表示モード間で
表示モードの切り替えがなされるように、ビームスプリッタ１５の出し入れ動作を制御す
る。これにより、従来の表示装置と比べて、多様な表示モード間での切り替えが実現され
る。以下、このような制御部１８による表示モードの切り替え動作について、詳細に説明
する。
【００３９】
　ここで、上記した「直視表示モード」とは、映像光が直視用表示部１０Ａ側へ選択的に
出射される表示モード（上記した直視表示のみが行われる表示モード）である。一方、「
投射表示モード」とは、映像光が投射レンズ１６Ｂ側へ選択的に出射される表示モード（
上記した投射表示のみが行われる表示モード）である。また、「双方表示モード」とは、
映像光が直視用表示部１０Ａ側および投射レンズ１６Ｂ側の双方へ出射される表示モード
（直視表示および投射表示の双方が行われる表示モード）である。なお、これらの表示モ
ードの意味については、後述する変形例においても同様である。
【００４０】
（直視表示モード）
　まず、図３（Ａ），（Ｂ）に示した直視表示モードについて説明する。この直視表示モ
ードの際には、制御部１８は、図３（Ａ）に示したように、ビームスプリッタ１５が映像
光の光路から外れるように（光路外に位置するように）、このビームスプリッタ１５の出
し入れ動作を制御する。これにより、図３（Ａ）に示したように、偏光ビームスプリッタ
１４から出射された映像光は、直視用表示部１０Ａ側へ選択的に出射され、この直視用表
示部１０Ａにおける直視表示のみが行われる（図中の「画像Ａ」参照）。すなわち、直視
表示モードへ表示モードの切り替えがなされる。
【００４１】
（双方表示モード（同一画像表示））
　続いて、図４（Ａ），（Ｂ）に示した双方表示モードについて説明する。この双方表示
モードの際には、制御部１８は、図４（Ａ）に示したように、ビームスプリッタ１５が映
像光の光路内に位置するように、このビームスプリッタ１５の出し入れ動作を制御する。
これにより、図４（Ａ），（Ｂ）に示したように、偏光ビームスプリッタ１４から出射さ
れた映像光は、直視用表示部１０Ａ側および投射レンズ１６Ｂ側の双方へ出射される。そ
の結果、直視用表示部１０Ａにおける直視表示および投射レンズ１６Ｂを用いた投射表示
が、それぞれ行われる（図中の「画像Ａ」参照）。すなわち、双方表示モードへ表示モー
ドの切り替えがなされる。なお、本実施の形態の双方表示モードでは、図中に示したよう
に、直視表示および投射表示の双方において同一画像（ここでは「画像Ａ」）が表示され
る（第１の双方表示モード）。
【００４２】
　以上のように本実施の形態では、制御部１８において、直視表示モード、投射表示モー
ドおよび双方表示モードのうち、少なくとも双方表示モードを含む２種類以上の表示モー
ド間で表示モードの切り替えがなされるように、ビームスプリッタ１５に対して映像光の
出射方向制御を行う。具体的には、制御部１８は、直視表示モードおよび双方表示モード
の２種類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、ビームスプリッタ１
５の出し入れ動作を制御する。これにより、多様な表示モード間での切り替えを行うこと
ができ、ユーザにおける利便性を向上させることが可能となる。
【００４３】
　また、直視表示を行う光学系と投射表示を行う光学系との一部を共通化しているので、
表示装置全体の小型化を図ることが可能となると共に、コスト削減を図ることも可能とな
る。その結果、例えば直視用表示部１０Ａのみが設けられていた表示装置（電子機器）に
対してプロジェクタ機能（投射表示機能）を追加し易くなる一方、逆に、例えば投射表示
機能のみが設けられていた表示装置（電子機器）に対して直視表示機能を追加し易くなる
。
【００４４】
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　更に、エキスパンダーレンズ１６Ａによって、映像光のビーム径をＸ軸方向のみに沿っ
て選択的に拡大したのち、プリズム１７Ａによって更にＹ軸方向のビーム径を拡大して直
視用表示部１０Ａへ出射させるようにしたので、表示装置１の薄型化を図ることが可能と
なる。すなわち、例えば、映像光のビーム径において、Ｘ軸方向およびＹ軸方向の双方を
一度に拡大させるようにした場合、拡大光学系の厚みが大きくなってしまう。これに対し
て、本実施の形態では、上記のようにエキスパンダーレンズ１６Ａおよびプリズム１７Ａ
によって、それぞれ異なる方向に沿って段階的に映像光のビーム径を拡大させるようにし
たので、拡大光学系の厚みを小さくすることができ、表示装置１の薄型化を図ることが可
能となる。
【００４５】
＜変形例＞
　続いて、上記実施の形態の変形例（変形例１～６）について説明する。なお、実施の形
態における構成要素と同一のものには同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００４６】
［変形例１］
　図５は、変形例１に係る表示装置（表示装置１Ａ）の全体構成を模式的に表したもので
あり、（Ａ）は側面構成（Ｚ－Ｘ平面構成）を、表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構
成）をそれぞれ示す。なお、図５（Ａ）では図示の簡略化のため、一部の構成のみを代表
して示している。
【００４７】
　本変形例の表示装置１Ａは、上記実施の形態の表示装置１と同一の光学部材、および制
御部１８を備えている。ただし、この表示装置１Ａでは、ビームスプリッタ１５からの映
像光の出射方向に対して、直視表示用の光学系（エキスパンダーレンズ１６Ａ、プリズム
１７Ａおよび直視用表示部１０Ａ）と、投射表示用の光学系（投射レンズ１６Ｂおよびミ
ラー１７Ｂ１，１７Ｂ２）とが、表示装置１とは逆に配置されている。したがって、表示
装置１Ａでは表示装置１とは異なり、以下の２種類の表示モード（「投射表示モード」お
よび「双方表示モード」）間で、表示モードの切り替えがなされるようになっている。換
言すると、本変形例の制御部１８は、これら投射表示モードおよび双方表示モードの２種
類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、ビームスプリッタ１５の出
し入れ動作を制御する。
【００４８】
（投射表示モード）
　まず、図６（Ａ），（Ｂ）に示した投射表示モードの際には、制御部１８は、図６（Ａ
）に示したように、ビームスプリッタ１５が映像光の光路から外れるように（光路外に位
置するように）、このビームスプリッタ１５の出し入れ動作を制御する。これにより、図
６（Ａ）に示したように、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光は、投射レン
ズ１６Ｂ側へ選択的に出射され、この投射レンズ１６Ｂを用いた投射表示のみが行われる
（図中の「画像Ａ」参照）。すなわち、投射表示モードへ表示モードの切り替えがなされ
る。
【００４９】
（双方表示モード（同一画像表示））
　一方、図７（Ａ），（Ｂ）に示した双方表示モードの際には、制御部１８は、図７（Ａ
）に示したように、ビームスプリッタ１５が映像光の光路内に位置するように、このビー
ムスプリッタ１５の出し入れ動作を制御する。これにより、図７（Ａ），（Ｂ）に示した
ように、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光は、直視用表示部１０Ａ側およ
び投射レンズ１６Ｂ側の双方へ出射される。その結果、直視用表示部１０Ａにおける直視
表示および投射レンズ１６Ｂを用いた投射表示が、それぞれ行われる（図中の「画像Ａ」
参照）。すなわち、双方表示モードへ表示モードの切り替えがなされる。なお、本変形例
の双方表示モードにおいても、図中に示したように、直視表示および投射表示の双方にお
いて同一画像（ここでは「画像Ａ」）が表示される（第１の双方表示モード）。
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【００５０】
　以上のように本変形例では、制御部１８において、投射表示モードおよび双方表示モー
ドの２種類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、ビームスプリッタ
１５の出し入れ動作を制御するようにしたので、上記実施の形態と同様の効果を得ること
が可能となる。すなわち、多様な表示モード間での切り替えを行うことができ、ユーザに
おける利便性を向上させることが可能となる。
【００５１】
［変形例２］
　図８は、変形例２に係る表示装置（表示装置１Ｂ）の全体構成を模式的に表したもので
あり、（Ａ）は表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、（Ｂ）は側面構成（Ｙ－
Ｚ平面構成）をそれぞれ示す。なお、図８（Ｂ）では図示の簡略化のため、一部の構成の
みを代表して示している。
【００５２】
　本変形例の表示装置１Ｂは、上記実施の形態の表示装置１において、ビームスプリッタ
１５の代わりに偏光ビームスプリッタ１５Ｂを設け、制御部１８の代わりに制御部１８Ｂ
を設けると共に、液晶素子１９（偏光制御素子）を更に設けるようにしたものである。な
お、これらのうち、偏光ビームスプリッタ１５Ｂおよび液晶素子１９が、本発明における
「光学部材」の一具体例に対応している。
【００５３】
　液晶素子１９は、偏光ビームスプリッタ１４から出射される映像光の偏光状態を制御し
て偏光ビームスプリッタ１５Ｂへ出射する素子（偏光制御素子）である。具体的には、液
晶素子１９は、偏光ビームスプリッタ１４から出射される映像光（ここでは、ｐ偏光Ｌ１
ｐであるものとする）の偏光状態を制御し、ｐ偏光、ｓ偏光、あるいはｐ偏光とｓ偏光と
が所定の混在比にて混在した状態として出射するようになっている。
【００５４】
　偏光ビームスプリッタ１５Ｂは、反射型液晶素子１３により変調されて偏光ビームスプ
リッタ１４および液晶素子１９を介して入射した映像光を、直視用表示部１０Ａおよび後
述する投射レンズ１６Ｂのうちの少なくとも一方の側へ出射する光学部材である。具体的
には、入射した映像光をその偏光状態に応じて出射することにより、そのような出射方向
の制御（進行方向の振り分け）を行うことが可能となっている。この偏光ビームスプリッ
タ１５Ｂは、前述した偏光ビームスプリッタ１４と同様に、特定の偏光（例えばｐ偏光）
を選択的に透過させると共に、他方の偏光（例えばｓ偏光）を選択的に反射させるように
なっている。これにより、液晶素子１９からの入射光が特定の偏光（例えばｓ偏光）であ
る場合には、その入射光が選択的に反射されて投射レンズ１６Ｂ側へ出射される一方、他
方の偏光（例えばｐ偏光）である場合には選択的に透過し、直視用表示部１０Ａ側へ出射
されるようになっている。
【００５５】
　制御部１８Ｂは、前述した制御部１８と同様に、反射型液晶素子１３に対して映像信号
を供給する機能と、ピント調整スイッチＳＷ２への操作に応じて、投射レンズ１６Ｂをそ
の光軸方向に沿って移動させる制御を行う機能とを有している。また、制御部１８Ｂは、
後述するように、光源１１における発光光量の制御を行う機能も有している。
【００５６】
　この制御部１８Ｂは更に、表示モード切替スイッチＳＷ１への操作に応じて、液晶素子
１９における映像光の偏光状態の制御動作の制御を行うようになっている。制御部１８Ｂ
によって液晶素子１９の動作に対する制御を行うことにより、上記実施の形態と同様に映
像光の出射方向の制御がなされ、その結果、複数種類の表示モード間での表示モードの切
り替えを行うことが可能となっている。
【００５７】
　具体的には、本変形例の制御部１８Ｂは、「直視表示モード」、「投射表示モード」お
よび「双方表示モード」の３種類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるよう
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に、液晶素子１９の動作を制御する。また、制御部１８Ｂは、この双方表示モードのうち
、直視表示および投射表示の双方において同一画像が表示されるモード（第１の双方表示
モード）と、直視表示と投射表示とで別画像が表示されるモード（第２の双方表示モード
）との間での切り替えもがなされるように、少なくとも液晶素子１９における動作を制御
する。したがって、本変形例の表示装置１Ｂでは、上記した計４種類の表示モード間で、
表示モードの切り替えがなされるようになっている。これにより本変形例の表示装置１Ｂ
では、これまで説明した表示装置１，１Ａと比べ、更に多様な表示モード間での切り替え
が実現される。以下、このような制御部１８Ｂによる表示モードの切り替え動作について
、詳細に説明する。
【００５８】
（直視表示モード）
　まず、図９（Ａ），（Ｂ）に示した直視表示モードの際には、制御部１８Ｂは、図９（
Ａ）に示したように、液晶素子１９から出射される映像光がｐ偏光（ｐ偏光Ｌ２ｐ）とな
るように、この液晶素子１９の動作を制御する。これにより、図９（Ａ）に示したように
、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光は、偏光ビームスプリッタ１５Ｂを透
過し（ｐ偏光Ｌ３ｐ）、直視用表示部１０Ａ側へ選択的に出射される。その結果、この直
視用表示部１０Ａにおける直視表示のみが行われる（図中の「画像Ａ」参照）。すなわち
、直視表示モードへ表示モードの切り替えがなされる。
【００５９】
（投射表示モード）
　また、図１０（Ａ），（Ｂ）に示した投射表示モードの際には、制御部１８Ｂは、図１
０（Ａ）に示したように、液晶素子１９から出射される映像光がｓ偏光（ｓ偏光Ｌ２ｓ）
となるように、この液晶素子１９の動作を制御する。これにより、図１０（Ａ）に示した
ように、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光は、偏光ビームスプリッタ１５
Ｂにおいて反射され（ｓ偏光Ｌ３ｓ）、投射レンズ１６Ｂ側へ選択的に出射される。その
結果、この投射レンズ１６Ｂを用いた投射表示のみが行われる（図中の「画像Ａ」参照）
。すなわち、投射表示モードへ表示モードの切り替えがなされる。
【００６０】
（双方表示モード１（同一画像表示））
　一方、図１１（Ａ），（Ｂ）に示した双方表示モード１（同一画像表示）の際には、制
御部１８Ｂは、図１１（Ａ）に示したように、液晶素子１９から出射される映像光がｐ偏
光（ｐ偏光Ｌ２ｐ）およびｓ偏光（ｓ偏光Ｌ２ｓ）となるように、この液晶素子１９の動
作を制御する。これにより、図１１（Ａ），（Ｂ）に示したように、偏光ビームスプリッ
タ１４から出射された映像光は、偏光ビームスプリッタ１５Ｂを透過する（ｐ偏光Ｌ３ｐ
）と共に、偏光ビームスプリッタ１５Ｂにおいて反射される（ｓ偏光Ｌ３ｓ）。したがっ
て、この映像光は、直視用表示部１０Ａ側および投射レンズ１６Ｂ側の双方へ出射される
。その結果、直視用表示部１０Ａにおける直視表示および投射レンズ１６Ｂを用いた投射
表示が、それぞれ行われる（図中の「画像Ａ」参照）。すなわち、双方表示モード１（同
一画像表示）へ表示モードの切り替えがなされる。また、この双方表示モード１では、図
中に示したように、直視表示および投射表示の双方において同一画像（ここでは「画像Ａ
」）が表示されることから、前述した「第１の双方表示モード」に対応している。
【００６１】
　ここで、この双方表示モード１（同一画像表示：第１の双方表示モード）では、液晶素
子１９において映像光の偏光状態を制御する手法としては、以下の２つの手法が挙げられ
る。
【００６２】
　１つ目の手法は、液晶素子１９から出射される映像光において、２種類の偏光（ここで
は、ｐ偏光Ｌ３ｐおよびｓ偏光Ｌ３ｓ）が混在した状態となるように、制御部１８Ｂによ
って液晶素子１９の動作を制御するというものである。すなわち、液晶素子１９において
偏光角を制御することによって、直視用表示部１０Ａ側および投射レンズ１６Ｂ側への出
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射光の分光比を制御するという手法である。換言すると、液晶素子１９へ入射した映像光
をｐ偏光やｓ偏光として出射するのではなく、偏光の回転角を０°～９０°の中間位置に
設定するようにする。なお、このとき制御部１８Ｂによって、液晶素子１９から出射され
る映像光における２種類の偏光（ｐ偏光Ｌ３ｐおよびｓ偏光Ｌ３ｓ）の混在比を制御する
ことにより、直視表示と投射表示とにおける輝度比を制御するようにしてもよい。
【００６３】
　２つ目の手法は、液晶素子１９から出射される映像光の偏光状態が、２種類（ここでは
ｐ偏光Ｌ３ｐおよびｓ偏光Ｌ３ｓ）の間で時分割に切り替わって出射されるように、制御
部１８Ｂによって液晶素子１９の動作を制御するというものである。なお、このとき制御
部１８Ｂによって、２種類の偏光状態からなる映像光（ｐ偏光Ｌ３ｐおよびｓ偏光Ｌ３ｓ
）の各出射期間における光源１１の発光光量を個別に制御することにより、直視表示およ
び投射表示での輝度を個別に制御するようにしてもよい。
【００６４】
（双方表示モード２（別画像表示））
　他方、図１２（Ａ），（Ｂ）に示した双方表示モード２（別画像表示）の際には、制御
部１８Ｂは、以下説明する「第１の期間」と「第２の期間」とが時分割で（例えばフレー
ム単位で）設けられるように、反射型液晶素子１３および液晶素子１９の動作をそれぞれ
制御する。上記した「第１の期間」とは、一の映像光（例えば、図１２（Ａ）中に示した
直視表示用の「画像Ａ」に対応）が反射型液晶素子１３から出射されると共に、液晶素子
１９により一の偏光状態（ここではｐ偏光Ｌ３ｐ）に制御される期間のことである。一方
、「第２の期間」とは、他の映像光（例えば、図１２（Ｂ）中に示した投射表示用の「画
像Ｂ」に対応）が反射型液晶素子１３から出射されると共に、液晶素子１９により他の偏
光状態（ここではｓ偏光Ｌ３ｓ）に制御される期間である。制御部１８Ｂは、このような
２つの期間が例えば交互に切り替わるように、反射型液晶素子１３および液晶素子１９の
動作をそれぞれ制御する。
【００６５】
　これにより、「第１の期間」では、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光（
ｐ偏光Ｌ１ｐ）は、液晶素子１９によってその偏光状態が制御されてｐ偏光Ｌ２ｐとなり
、偏光ビームスプリッタ１５Ｂを透過する（ｐ偏光Ｌ３ｐ）。したがって、この「第１の
期間」では、映像光が直視用表示部１０Ａ側へ選択的に出射され、この直視用表示部１０
Ａにおいて例えば「画像Ａ」の直視表示のみが行われる。
【００６６】
　一方、「第２の期間」では、偏光ビームスプリッタ１４から出射された映像光（ｐ偏光
Ｌ１ｐ）は、液晶素子１９によってその偏光状態が制御されてｓ偏光Ｌ２ｓとなり、偏光
ビームスプリッタ１５Ｂにおいて反射される（ｓ偏光Ｌ３ｓ）。したがって、この「第２
の期間」では、映像光が投射レンズ１６Ｂ側へ選択的に出射され、この投射レンズ１６Ｂ
を用いて例えば「画像Ｂ」の投射表示のみが行われる。
【００６７】
　このようにしてこの双方表示モード２では、図中に示したように、直視表示と投射表示
とで別画像（ここでは「画像Ａ」，「画像Ｂ」）が表示されることから、前述した「第２
の双方表示モード」に対応している。なお、このとき制御部１８Ｂによって、「第１の期
間」および「第２の期間」における光源１１の発光光量を個別に制御することにより、直
視表示および投射表示での輝度を個別に制御するようにしてもよい。
【００６８】
　なお、この双方表示モード２では、例えば元の画像が１秒間に３０フレーム（３０ｆｐ
ｓ）の画像である場合、１５フレーム分は直視用表示部１０Ａ側へ出力され、残りの１５
フレーム分は投射レンズ１６Ｂ側へ出力されることになる。すなわち、時間分割によりフ
レームレートが半分になるが、例えば元の画像を２倍のフレームレートにして駆動周波数
も２倍とすることにより、そのようなフレームレートの低下を回避することが可能である
。
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【００６９】
　以上のように本変形例では、制御部１８Ｂにおいて、上記した計４種類の表示モード（
「直視表示モード」、「投射表示モード」、「双方表示モード１（同一画像表示）」およ
び「双方表示モード２（別画像表示）」）間で表示モードの切り替えがなされるように、
反射型液晶素子１３および液晶素子１９の動作をそれぞれ制御する。これにより、本変形
例の表示装置１Ｂでは、これまで説明した表示装置１，１Ａと比べ、更に多様な表示モー
ド間での切り替えを実現することができ、ユーザにおける利便性を更に向上させることが
可能となる。
【００７０】
　また、上記した「双方表示モード２」では、直視表示と投射表示とで別画像（「画像Ａ
」，「画像Ｂ」）が表示されるようにしたので、例えば、投射表示では撮影された映像を
表示する一方、直視表示ではコントロールパネルを表示してタッチパネル操作に利用する
、といった使用方法等を実現することが可能となる。
【００７１】
［変形例３］
　図１３は、変形例３に係る表示装置（表示装置１Ｃ）の全体構成を模式的に表したもの
であり、（Ａ）は表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、（Ｂ）は側面構成（Ｙ
－Ｚ平面構成）をそれぞれ示す。なお、図１３（Ｂ）では図示の簡略化のため、一部の構
成のみを代表して示している。
【００７２】
　本変形例の表示装置１Ｃは、上記実施の形態の表示装置１において、光源１１、コリメ
ータレンズ１２、反射型液晶素子１３および偏光ビームスプリッタ１４の代わりに、赤色
光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇ、青色光源１１Ｂ、コリメータレンズ１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂ、ダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２およびＤＭＤ（Digital Micromirror Devi
ce）１３Ｃを設けるようにしたものである。すなわち、表示装置１と比較して、ビームス
プリッタ１５の前段に位置する、直視表示および投射表示の双方に用いる光学系の構成を
変更したものとなっている。
【００７３】
　赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇおよび青色光源１１Ｂはそれぞれ、赤色光、緑色光ま
たは青色光を発する３種類の光源である。これらの光源により光源部が構成されており、
例えばこれら３種類の光源として、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤおよび青色ＬＥＤを用いるこ
とが可能である。ただし、赤色レーザ、緑色レーザおよび青色レーザ等を使用するように
してもよく、あるいはＬＥＤとレーザとを混在させて用いるようにしてもよい。なお、一
例として、赤色光の波長λｒ＝６００～７００ｎｍ程度、緑色光の波長λｇ＝５００～６
００ｎｍ程度、青色光の波長λｂ＝４００～５００ｎｍ程度である。
【００７４】
　コリメータレンズ１２Ｇ，１２Ｂは、緑色光源１１Ｇから出射された緑色光および青色
光源１１Ｂから出射された青色光をそれぞれコリメートして（平行光として）、ダイクロ
イックミラー１４Ｃ１と結合するためのレンズである。同様に、コリメータレンズ１２Ｒ
は、赤色光源１１Ｒから出射された赤色光をコリメートして（平行光として）、ダイクロ
イックミラー１４Ｃ２と結合するためのレンズである。すなわち、コリメータレンズ１２
Ｒ，１２Ｇ，１２Ｇは、３種類の光源（赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇおよび青色光源
１１Ｂ）からの各入射光（赤色光、緑色光および青色光）を、個別に平行光として出射す
るようになっている。このため、本変形例の表示装置１Ｃでは、光源の数（ここでは３つ
）と同数のコリメータレンズ（ここでは、３つのコリメータレンズ１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂ）が設けられている。
【００７５】
　ダイクロイックミラー１４Ｃ１は、コリメータレンズ１２Ｂにより平行光とされて入射
した青色光を選択的に透過させる一方、コリメータレンズ１２Ｇにより平行光とされて入
射した緑色レーザ光を選択的に反射させるミラーである。ダイクロイックミラー１４Ｃ２
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は、ダイクロイックミラー１４Ｃ１から出射した緑色光および青色光を選択的に透過させ
る一方、コリメータレンズ１２Ｒにより平行光とされて入射した赤色光を選択的に反射さ
せるミラーである。これにより、赤色光、緑色光および青色光に対する色合成（光路合成
）がなされる。すなわち、ダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２全体として、コリメ
ータレンズ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂから出射された各平行光に対して光路合成を行うよう
になっている。なお、このようなダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２の代わりに、
一対のダイクロイックプリズムを設けるようにしてもよい。
【００７６】
　ＤＭＤ１３Ｃは、赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇおよび青色光源１１Ｂからそれぞれ
出射された各色光を、制御部１８から供給される映像信号に基づいて変調し、映像光を出
射する光変調素子である。具体的には、ミラー傾斜のスイッチングを制御することによっ
て反射光の光量を制御し、ビーム画像を生成するようになっている。
【００７７】
　本変形例の表示装置１Ｃでは、赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇおよび青色光源１１Ｂ
からそれぞれ出射された各色光は、コリメータレンズ１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂによってそ
れぞれコリメートされ、平行光となる。次いで、このようにして平行光とされた各色光は
、ダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２によって色合成（光路合成）がなされる。光
路合成がなされた各平行光はＤＭＤ１３Ｃへ入射し、映像信号に基づいて変調されつつ反
射されることにより、映像光として出射する。なお、その後の動作については表示装置１
と同様である。
【００７８】
　この際、赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇおよび青色光源１１Ｂはそれぞれ、時分割的
に順次発光（パルス発光）し、各光（赤色光，緑色光，青色光）を出射する。そして、Ｄ
ＭＤ１３Ｃでは、各色成分（赤色成分、緑色成分、青色成分）の映像信号に基づいて、対
応する色光が時分割的に順次変調される。これにより、映像信号に基づくカラー映像表示
が表示装置１Ｃにおいてなされる。
【００７９】
　このような構成の本変形例の表示装置１Ｃにおいても、上記実施の形態の表示装置１と
同様の作用により同様の効果を得ることが可能である。すなわち、制御部１８において、
直視表示モードおよび双方表示モードの２種類の表示モード間で表示モードの切り替えが
なされるように、ビームスプリッタ１５の出し入れ動作を制御する。これにより、多様な
表示モード間での切り替えを行うことができ、ユーザにおける利便性を向上させることが
可能となる。
【００８０】
［変形例４］
　図１４は、変形例４に係る表示装置（表示装置１Ｄ）の全体構成を模式的に表したもの
であり、（Ａ）は側面構成（Ｚ－Ｘ平面構成）を、表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面
構成）をそれぞれ示す。なお、図１４（Ａ）では図示の簡略化のため、一部の構成のみを
代表して示している。
【００８１】
　本変形例の表示装置１Ｄは、上記変形例１の表示装置１Ａにおいて、光源１１、コリメ
ータレンズ１２、反射型液晶素子１３および偏光ビームスプリッタ１４の代わりに、赤色
光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇ、青色光源１１Ｂ、コリメータレンズ１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂ、ダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２およびＤＭＤ１３Ｃを設けるようにしたも
のである。すなわち、上記変形例３と同様に、表示装置１Ａにおけるビームスプリッタ１
５の前段に位置する、直視表示および投射表示の双方に用いる光学系の構成を変更したも
のとなっている。
【００８２】
　本変形例の表示装置１Ｄにおいても、上記変形例１の表示装置１Ａと同様の作用により
同様の効果を得ることが可能である。すなわち、制御部１８において、投射表示モードお
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よび双方表示モードの２種類の表示モード間で表示モードの切り替えがなされるように、
ビームスプリッタ１５の出し入れ動作を制御する。これにより、多様な表示モード間での
切り替えを行うことができ、ユーザにおける利便性を向上させることが可能となる。
【００８３】
［変形例５］
　図１５は、変形例５に係る表示装置（表示装置１Ｅ）の全体構成を模式的に表したもの
であり、（Ａ）は表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、（Ｂ）は側面構成（Ｙ
－Ｚ平面構成）をそれぞれ示す。なお、図１５（Ｂ）では図示の簡略化のため、一部の構
成のみを代表して示している。
【００８４】
　本変形例の表示装置１Ｅでは、まず、上記変形例２の表示装置１Ｂにおいて、光源１１
、コリメータレンズ１２、反射型液晶素子１３および偏光ビームスプリッタ１４の代わり
に、赤色光源１１Ｒ、緑色光源１１Ｇ、青色光源１１Ｂ、コリメータレンズ１２Ｒ，１２
Ｇ，１２Ｂ、ダイクロイックミラー１４Ｃ１，１４Ｃ２およびＤＭＤ１３Ｃを備えている
。すなわち、上記変形例３，４と同様に、表示装置１Ｂにおける液晶素子１９の前段に位
置する、直視表示および投射表示の双方に用いる光学系の構成を変更したものとなってい
る。
【００８５】
　この表示装置１Ｅではまた、ＤＭＤ１３Ｃと液晶素子１９との間の光路上に、偏光子１
９Ｅを更に備えている。この偏光子１９Ｅは、ＤＭＤ１３Ｃから出射される無偏光からな
る映像光を所定の偏光（ここではｐ偏光Ｌ１ｐ）にして、液晶素子１９へ出射する素子で
ある。すなわち、偏光子１９Ｅは、入射した無偏光の映像光のうち、特定の偏光（ここで
はｐ偏光）を選択的に透過する一方、他の偏光（ここではｓ偏光）を選択的に反射するよ
うになっている。本変形例においてこのような偏光子１９Ｅを設けているのは、ＤＭＤ１
３Ｃはミラー素子であることから、出射光が無偏光となるためである。このような偏光子
１９Ｅが設けられていることにより、本変形例の表示装置１Ｅにおいても、変形例２の表
示装置１Ｂと同様に、液晶素子１９に対して特定の偏光（ここではｐ偏光Ｌ１ｐ）からな
る映像光を入射させることが可能となる。
【００８６】
　したがって、本変形例の表示装置１Ｅにおいても、上記変形例２の表示装置１Ｂと同様
の作用により同様の効果を得ることが可能である。すなわち、制御部１８Ｂにおいて、４
種類の表示モード（「直視表示モード」、「投射表示モード」、「双方表示モード１（同
一画像表示）」および「双方表示モード２（別画像表示）」）間で表示モードの切り替え
がなされるように、反射型液晶素子１３および液晶素子１９の動作をそれぞれ制御する。
これにより、更に多様な表示モード間での切り替えを実現することができ、ユーザにおけ
る利便性を更に向上させることが可能となる。
【００８７】
［変形例６］
　図１６は、変形例６に係る表示装置（表示装置１Ｆ）の全体構成を模式的に表したもの
であり、（Ａ）は表面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、（Ｂ）は側面構成（Ｙ
－Ｚ平面構成）を、（Ｃ）は背面側から見た平面構成（Ｘ－Ｙ平面構成）を、それぞれ示
す。なお、これらの図では図示の簡略化のため、一部の構成を適宜省略して示している（
例えば、各図において、制御部１８の図示は省略している）。
【００８８】
　本変形例の表示装置１Ｆは、上記実施の形態の表示装置１において、一対の拡大光学系
としてのエキスパンダーレンズ１６Ａ（１６Ａ１，１６Ａ２）とプリズム１７Ａとの間の
光路上に、一対のミラー１７Ａ１，１７Ａ２を更に設けるようにしたものである。
【００８９】
　ミラー１７Ａ１，１７Ａ２はそれぞれ、エキスパンダーレンズ１６Ａからの出射光（映
像光）の光路を折り返して（ここでは、Ｙ軸方向に沿って略１８０°折り返して）、プリ
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ズム１７Ａへその出射光を出力するものである。なお、これらのミラー１７Ａ１，１７Ａ
２が、本発明における「反射光学系」の一具体例に対応している。
【００９０】
　このような構成により本変形例の表示装置１Ｆでは、上記実施の形態の効果に加え、直
視用表示部１０Ａ側から見た投影面積を小さくすることができ、Ｘ－Ｙ平面上での筐体１
００の小型化を図ることが可能となる。
【００９１】
　なお、本変形例では、実施の形態の表示装置１において上記したミラー１７Ａ１，１７
Ａ２を設けた例について説明したが、これには限られず、変形例１～５に係る表示装置１
Ａ～１Ｅにおいて、そのようなミラー１７Ａ１，１７Ａ２を設けるようにしてもよい。
【００９２】
［その他の変形例］
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれらの実施の
形態等に限定されず、種々の変形が可能である。
【００９３】
　例えば、上記実施の形態等では、反射面およびスクリーンをプリズムを用いて作成した
場合について説明したが、これらは別体でもよく、例えば外面で反射する反射ミラーと、
入射面側に拡散剤を塗布したスクリーンとを用いるようにしてもよい。また、直視用表示
部（スクリーン）としては拡散剤を塗布する例を示しているが、光が散乱されて透過して
いけばよいので、例えばシボ面や砂掛けを用いて半透明にする等、手法は拡散剤の塗布に
限られない。
【００９４】
　また、上記変形例３～５では、光源として赤色光源、緑色光源および青色光源の３種類
の光源を用いた場合について説明したが、これには限られず、例えば、白色ＬＥＤ、コリ
メータレンズおよび切り替え式のカラーフィルタを用いるようにしてもよい。この切り替
え式のカラーフィルタとは、一般的にカラーホイールと呼ばれ、ＤＭＤを使用するプロジ
ェクタでは一般的に利用されているものである。このカラーホイールは、複数の色のカラ
ーフィルタが円盤の円周上に取り付けられているものであり、回転させて使用されるよう
になっている。ここでは、白色ＬＥＤから出射してコリメータレンズにより概ね平行光と
された光の光路を、カラーフィルタによって遮るように配置する。カラーホイールの円盤
を回転させることにより、カラーフィルタに応じた色が時間分割で繰り返し透過していく
ようになる。したがって、赤、緑、青の各色のカラーフィルタを配置し、円盤を回転させ
るようにすれば、赤色→緑色→青色の各色光が周期的に順次出射されることになり、上記
変形例３～５と同様の光源として用いることが可能となる。
【００９５】
　更に、上記実施の形態等では、表示モード切替スイッチＳＷ１（切替部）への（ユーザ
による）操作に応じた制御部１８からの制御に従って、光学部材に対する映像光の出射方
向制御がなされることにより、表示モードの切り替えがなされる場合について説明したが
、この場合には限られない。例えば、上記変形例２，５を除いた例（上記実施の形態およ
び上記変形例１，３，４，６等）では、そのような制御部１８による制御を介さずに（電
気的な制御を介さずに）、表示モードの切り替えがなされるようにしてもよい。すなわち
、表示モード切替スイッチＳＷ１への操作に応じて、直接（機械的に）、光学部材に対す
る映像光の出射方向制御（この場合、ビームスプリッタ１５に対する出し入れ制御）がな
されることにより、表示モードの切り替えがなされるようにしてもよい。また、同様に、
上記実施の形態等では、ピント調整スイッチＳＷ２への（ユーザによる）操作に応じた制
御部１８からの制御に従って、ピント調整（投射レンズ１６Ｂの光軸方向への移動）がな
される場合について説明したが、この場合には限られない。例えば、上記実施の形態等に
おいて、そのような制御部１８による制御を介さずに（電気的な制御を介さずに）、ピン
ト調整がなされるようにしてもよい。すなわち、ピント調整スイッチＳＷ２への操作に応
じて、直接（機械的に）、ピント調整（投射レンズ１６Ｂの光軸方向への移動）がなされ
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【００９６】
　加えて、上記実施の形態等では、１種類や３種類の光源を用いて光源部を構成する場合
について説明したが、例えば２種類や４種類以上の光源を用いるようにしてもよい。
【００９７】
　また、上記実施の形態等では、光変調素子が反射型の液晶素子である場合を例に挙げて
説明したが、この場合には限られず、例えば透過型の液晶素子であってもよく、更には、
液晶素子以外の光変調素子であってもよい。
【００９８】
　更に、上記実施の形態等では、表示装置の各構成要素（光学系）を具体的に挙げて説明
したが、全ての構成要素を備える必要はなく、また、他の構成要素を更に備えていてもよ
い。
【００９９】
　本発明の表示装置は、元々モニター画面（直視用表示部）を搭載している電子機器（例
えば、ビデオカメラやデジタルカメラ、携帯電話等の携帯機器）や、元々プロジェクタ機
能を搭載している電子機器などに適用することが可能である。
【符号の説明】
【０１００】
　１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ，１Ｅ，１Ｆ…表示装置、１０Ａ…直視用表示部、１０Ｂ
…投射用光出射部、１００…筐体、１１…光源、１１Ｒ…赤色光源、１１Ｇ…緑色光源、
１１Ｂ…青色光源、１２，１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…コリメータレンズ、１３…反射型液
晶素子、１３Ｃ…ＤＭＤ、１４…偏光ビームスプリッタ、１４Ｃ１，１４Ｃ２…ダイクロ
イックミラー、１５…ビームスプリッタ、１５Ｂ…偏光ビームスプリッタ、１６Ａ…エキ
スパンダーレンズ、１６Ｂ…投射レンズ、１７Ａ…プリズム、１７Ａ１，１７Ａ２，１７
Ｂ１，１７Ｂ２…ミラー、１８，１８Ｂ…制御部、１９…液晶素子、１９Ｅ…偏光子、Ｓ
Ｗ１…表示モード切替スイッチ、ＳＷ２…ピント調整スイッチ、Ｓ１…反射面、Ｓ２…拡
散・透過面、Ｌ１ｐ，Ｌ２ｐ，Ｌ３ｐ…ｐ偏光、Ｌ２ｓ，Ｌ３ｓ…ｓ偏光。
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              Ｇ０３Ｂ　　２１／００－２１／１０
              　　　　　　２１／１２－２１／１３
              　　　　　　２１／１３４－２１／３０　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　２７／００－２７／６４　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３－１／１３３６３
              　　　　　　　１／１３３９－１／１４１　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／００－３／０８
              　　　　　　　３／１２
              　　　　　　　３／１６－３／２６
              　　　　　　　３／３０
              　　　　　　　３／３４－３／３８　　　　　　　　　
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